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んま　　じ　　め　　古こ

皆さん　ご周知の如く､ 1月17日早朝に起きた阪神淡路大震災は時

を経る毎に､日を退うにつれて被害状況の発表が増大し､それについて

震災の名網も｢兵庫県南部地震｣ ｢阪神大地震｣ ｢阪神淡路大震災｣と

変わって来ました｡そしてその全容がわかるようになり､その惨状は目

を覆うばかりです｡死者実に5000名を超える状況となりました｡謹

んで哀悼の意を表すると共に､被災された方々に心からお見舞いを申し

あげます｡

●　交通､通信･流通･電気･水道･ガス､住居､すべての生活基盤が悉
く壊滅状態になった上･ -年中で一番寒い季節に､どうやって-Elを凌

いでいるのでしょうか｡中でも重症患者やお年寄り.幼な児の生活は言

語に絶するものがあると推察されます｡

この大震災で政治･行政の立ち遅れや､科学技術の不備から工事の手

抜きに到るまで明らかになりました｡大きな教訓だけを残して灰と瓦磯

に化してしまった感が致します｡

今後の復興には官民一体となり｢地震国日本｣が世界に誇れる備えを

築いて行かなければならないと思います｡

それにつけても被害者の一日も早い生活復帰を祈らずには居られませ

ん｡このような中で大阪難病連では､いち早く穀病患者救済の活動を展

開し･医師団の手の届かない面できめ細かな救済の手をさしのべまし

●　た･人の痛みのわかるが故の`ひらめき'の行動であったと･その献身
的な行動に賞讃を送りたいと思います｡

はじめから終わりまで阪神淡路大地震の話になりましたが､今年は悪

性のインフルエンザが流行しております｡充分気をつけて､夢開〈春の

訪れを迎えましょう｡

☆　大阪支部の機関誌｢大阪支部ニュース｣の中に皆さんにお読みい

ただきたい｢医療講演｣がのっていましたので大阪支部のおゆるし

をいただいて巻末に転載させていただきました｡

(猪口)
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み/U-Flのrj･ろば

猪口支部長様

大阪支部長　浅野十糸子

ご親切なお見舞いのおはがきをい

ただきまして､嬉しく御礼申しあげ

ます｡

大阪地区には豊中市や箕面､吹田

市など被害数が報道されたこともあ

って圏外の方々からは､ご心配のお

見舞いを頂き恐縮いたしましたが､

大阪の友の会会員､知人､友人たち

の見近かにはさしたる被害もなく･

今は兵庫･阪神地区の方々の苦難を

思って申し訳ない想いでおりますの

は猪口様と同様でございます｡幸い

兵庫支部会員さんの中には死亡され

た方はなく､ただ県外に出られたの

か連絡のとれない方が8名おられる

ということです｡　阪神間のとくに

芦屋･神戸は､小･中･高生時代を

過ごしたMGを含めて青春の思い出

の地ですので､私ごとながらこの度

は､一人の友人の死､多くの旧友た

ちの被者､愛する母校の無惨な姿に

悲鳴を上げてしまいました｡やっと

J Rが通るところまで､と､先日は

弟たちと四人で芦屋の街を､友人を

偲んで歩き回って参りました｡

とくに兵庫の難病患者のために

は､大阪や京都のドクターたちが

早くから支援センターを被災地に

設けて下さり､又遅まきながら厚

生省も患者の被害状況を調べ始め

ています｡又J P Cを中心に各地

の難病連も支援カンパの活動に取

り組んでいます｡

兵庫被災の方々が､これからも

直面しなければならない多くの苦

難を元気を出して乗り越えてゆか

れるよう､それに少しでもお手伝

いができるようにと祈っていま

す｡

本当におはがきをありがとござ

いました｡お礼まで

京都支部長　金　平雄

酷寒の候､皆様如何お過ごしで

いらっしゃいますか｡

さて､先日は京阪神大震災に際

し当支部へわざわざ心暖まる御丁

寧なお見舞状をお寄せ下さり大変

嬉しく思いました｡ご心配をおか

け致しましたが､幸いながら当支

部ではと､申しますより京都地域

は死者が--一人ありましたものの､
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その他は軽微な被災で終始した横様

で貴支部同様,兵庫地域の惨状に心

を痛めつつ､会員の皆様の安否や被

災状況を知らされては､ -E]も早い

安定や復興の歩みを得られますよう

祈念している次第です｡

災害は避けられないことはいうま

でもないことですが､被害を少なく

あるいは復興をはやめたりすること

は可能であることを今度の某災に関

する様々な事柄が示してくれたと思

わずにおれないものでしたが､同じ

ようなことを私達のMGたる身につ

いて該当せんかとも思い､被災後の

人達のご健斗を祈りつつも､少しで

も健康で過ごせる努力を続けて行か

ねばならないと､あらためて思わず

におれません｡

呉々もご無理のなきよう､お過ご

し下さいますよう祈らせて頂きま

す｡まずはお礼まで
~　　　　　　　◇

釧路市　青田典子

前略､写真ありがとうございまし

た｡病気になって以来､自分の写真

を見るのが嫌だったのですが､最近

は顔にも少しづつ表情が出るように

なってきたので､嫌がらないように

して｢良い顔になってきている～｣

と自分に暗示をかけて見るようにし

ています｡

この間の交流会で伊藤さんの話を
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聞いていて,改めて､自分が思っ

ているほど･他の人は変だと見て

はいない事がわかりました｡

伊藤さんが､自分の目の事､細い

からといっていたのを聞いて､初

めて･眼筋型も入っている筋無力

症なのだと知りました｡お会いし

ていて､伊藤さんはプレドニンは

飲んでいるのかな～と思った事は

ありましたが､目が小さいと思っ

た事はありませんでしたから--

それと､相談コーナー設けて頂

きありがとうござい1ます｡自分の

意見が取り上げてもらえるという

のはとても嬉しいものですね､自

分にも､まだまだ可能性はあるの

だ～と自信がついてきました｡

早速､二つ相談しますよろしく

お願いします｡

浦河町　宇野芳子

雪の少ない浦河も今年は多く冷

え込みが襲いので､早く暖かい春

が待ちどうしいです｡

私の体調は波があって､汗がボ

タボタとでるのが悩みの種です｡

いつも会報をお送りくださりあ

りがとうございます｡

署名と募金をお送りいたしま

す､よろしくお願いします｡

役員の方､また会員の皆様によ

ろしく申してください｡

ニ--こて惨



質問　コ　ー　ナ　ー

《医療･福祉･生活･年金など　気軽に何でも》

【相談】 1

身障手帳のことですが~希望"の中では筋無力症患者は･もらえる

と書いてあると思うのですが･先日地区の保健婦さんと話した時｢残

念ながら､筋無力症の患者さんにはないんですよ｣と言われました｡

ヶ_ス､バイ､ケ_スとは思いますがどうなのでしょうか､それに関●

連しての､公的補助は何かあるでしょうか｡

(お答え)

この保健婦さんの答は､ある面では正しく､ある面では間違ってい

ます｡

｢筋無力症｣という病名だけでは身障手帳(身休障害者福祉法)の

対象にはなりません｡

それは､他の病気でも同じです｡身障福祉法は病名や傷害名で対象

としたり､そうでなかったりするという制度ではないからです｡

しかし､それは同時に｢筋無力症では対象とならない｣ことを意咲

するものではありません.

同法別表に定める障害の種類とその状態で判断されます｡

筋無力症患者でも,ある程度障害が固定されていると判断される状

態で｢上肢｣ ｢下肢｣の不自由､例えば一定程度以上の歩行ができな

い.立ち上がれないとか､物をつかめない､手が上がらないなどの状

態にある場合や｢休幹横能｣の障害があるため座っていても上体を起

こせないとか姿勢を維持できないという場合などがあてはまります｡

さらに重症の場合､自力呼吸ができない､食事ができない､会話が
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できない､とか､複視がひどく､めまいなどのために歩行も困難であ

るなどの場合が､あてはまると言えるでしょう｡

そういう症状のある場合､専門医(神経内科医で身障認定医である

医師)にご相談下さい｡

なお､公的補助については.次号でお答えします｡

【相談】 2

●

●

現在･発病後9年､胸腺摘出手術後3年がたちました｡発病後手術

前まではメスチノンを飲んでいたのですが､手術後はプレドニンで､

現在は､隔日1錠に減りました､ここ数カ月受診しておらず薬だけも

らっています｡

定期的に血液検査等受けたほうが良いと思うのですが､先生は1-

2年で替わり先生により話もまちまちなので不安です､どういう検査

を受けておいたほうがよいでしょうか｡

(お答え)

主治医が1-2年で変わるとのことですが､ある意味ではラッキー

ではないですか｡

今､地域では2-3カ月から半年で交代､長くても1年という病院

も少なくありません｡大学病院でさえ､ 2年も同じであれば長い方か

もしれませんよ｡それに､もし､患者と気の合わない(等の)医師で

あれば､早めに替わった方が良かった､なんていう例もあります｡時

には専門医に巡り合い､ようやく本格的な治療を受けられた､という

ケースもあります｡

冗談(?)はさておき､プレドニン1錠桶E]､ということは安定し

た状態を意味しています｡特に変化がない限り､できるだけ無駄な検

査をしないというのは良心的な医師と言えるでしょう｡隔日1錠では

全く副作用は起きない､というのが今日の定説です｡
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もし検査をするとすれば､それは血中のプレドニンの濃度や腎機

能､あるいは骨の密度､血圧等の検査でしょう｡副作用について調べ

ると同時に､現在の藁の豊が適切かどうか､あるいはいつ薬を切るの

かの判断の材料とするためです｡

しかし､長い病気ですので､定期受診は必要です｡そしてプレドニ

ンに関しては自己判断は禁物です｡ 1カ月に1度とは言わないまでも

2-3カ月毎の検査､あるいは半年か1年毎の全体的な検査は必要で

す｡別な病気の併発を早期発見するという意味でも大切です｡

どういう検査が必要かは､その時々に医師が判断しますので､体調

の変化等を詳しく医師に伝えておくことが重要です｡

また､たまには(せめて1年に1回)手術をして下さった先生への

連絡(手紙でも結構です)も忘れずに｡

(伊藤たてお)
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阪神大空竪災救蟻碁二金のおねカ言い
~■■■一一).-一　一一~-.･･一一･一一一一　一一一一一　一･一一　一一､---　---･.･･一　一･･一一･･････一　一一一一_　-一････__

阪神大喪災では-多くの点者や､それを気遣う家族が居られ､瓦様のな

かで援助の手がさしのべられるのを待っております｡

一日も早い医療や住居､議連などの復興を巌わずには居られません｡

そのためにも患者と家族の立場に立って行動し一致拍･行政に訴えるこ

とのできる と哉化が廟われます

日本患者家族団体協議会( JPC )では被災地の無頼連が独自の救済括

突放できるように･全国のJPC加盟団体に呼びかけて災嘗救援金を

ております｡

JPCに加盟している北海道無頼連としては-さきに北海連南西沖地責

に転して､全国の患者会や地域無病連から多<の励ましや救援金を頂きー

勇気づけられた事を忘れることが出来ません｡他の地域難帝連や患者会に

倍する救援金を募ってお返ししたいと思います｡

i　皆様の温かい救援の募金をお廉いする次第です

救援金については各疾病部会毎にまとめて北海道難病連に届けますので

皆様のご送金は郵便振替｢02770-6-19712｣全国筋無力症友

の会北海道支部苑にお屑いします｡

なお通信櫛に｢災育救援｣とご記入ください

※赤十字社はじめ諾Eg体で義援金を募って居りますがー私達のこの募金は

JPC独自で行うもので-被災地区の患者とその家族の救援のために限定

して募金されるものです｡

-7-



※平成6年度全国運営委員会-※
(東谷)

去る2月25日東京都勤労福祉会館でー開かれた運営委員会は､ 9支部

が参加しました〈

討議事項は下記のとおりです,

1 )阪神･淡路大震災における兵庫支部支援について

･本部関連　95年度兵庫支部会費見送りの件

･支部レぺ/レ　一人一口　100円のカンパ　ー

2, _雪空香(案'活動方針(案'の附　　j

3) ･友の会入会のしおり新規発行旋案内容について

4) ･95年度全国総会

今年の全国社会は来る5月27日東京中野サンプラザに於て開催されま

す｡詳しくは4月にr希望｣で案内があります｡

5) ･全国絵会役割分担について(当支部は苧望書く案)を読み上げます

当日_阪神大更災にあわれた兵庫の勝木支部長が出席され､当時の様子

をお聞きし､ 81名の会員さんが全員無事とのお話にはっとしました｡

家の全半頓が16軒一家は残ってもすぐ住めない方が4軒､ 20家族の方

が避難生活をされているそうです,

話し合いの中で､藁は各自で3日位は常時確保備えることが必要のよう

です｡災寄直後､交通機関が麻淳一藁は3日位は届けられないそうです｡

地袋の多い北海道も備えあれば憂い無し日頃からこころがけまLJ=うわ

被災地の一日も早い復興をみんなで応指したいと思います｡

[享車三三亘三]
会費納入お忘れの方が居られます｡もう一度お調べください未納の方は

納入お願いします｡会費は年間3b 0 O円です｡

振込み先　郵便振香　　0277()-6-19712
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(図2 )　全身型胸腺摘出群における経過
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(図3 )全身型の胸腺摘出術の有無におけるADLの経過
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(図1)胸腺摘出の有無と病型
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1
つ
の
原
田
は

合
併
症
で
あ
り
ま
し
て
､
甲
状
腺
疾
患
や
勝
原

病
な
ど
の
合
併
症
の
治
療
が
必
要
な
場
合
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
｡
ま
た
併
用
薬
剤
の
な
か
に

筋
無
力
症
を
悪
く
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
｡
抗

生
物
質
の
1
部
の
も
の
や
､
心
服
の
く
す
り
･

麻
酔
剤
の
-
称
も
純
忠

す
べ
き
も
の
が
あ
-
i

す
｡

1
穀
的
従
者
と
し
て

は
､
抗
7
レ
ル
ギ
I
K

長
い
も
の
を
考
え
た
り
､

副
群
ス
テ
ロ
イ
ド
併
用

の
場
合
の
副
作
用
予
防

の
意
味
で
糖
尿
病
､
高

脂
血
症
､
骨
そ
し
ょ
う

症
な
ど
へ
の
一
般
的
対

策
を
と
る
必
要
が
あ
-

･
p
t
す
｡ま

だ
ま
だ
話
す
べ
き

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
､

最
後
に
一
宮
申
し
上
げ

ま
す
｡
完
全
に
治
る
と

い
う
の
は
困
難
を
こ
と

が
多
く
へ
あ
る
程
度
は

が
ま
ん
し
て
'
こ
の
病

気
と
上
手
に
つ
き
あ
っ

て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と

い
う
こ
と
で
す
｡

こ
静
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
｡



<表Ⅰ>

良くならをレヽ筋無力症-なぜか7

1.診断はjELLハか

眼胎けいれん症.惑粗描癌

2.抗コリンエステラーゼ剤の用い方は適切か

至適用放､各種類の使レヽ分け

テンシロンテスト､副作用

3.胸狼摘出は適切に実施されたか

適用.適残肋腺､胸騨l睡

4.ステロイドの用レ､方は適切か

切御感悪､維持見､漸滅法
パルステラピー､高IJ作用

5.他の方法

血焚交換.吸新療法

高ガンマグロブリン療法､免疫抑制剤

放射線療法､東洋医学などの適用は

6,噸下･呼吸の管理､クl) -lttの対舘

7.合併症の有無と対茶

8_併用薬剤の可非

9, ｢奴的注意

-′′

の
比
較
で
経
過
を
み
ま
す
と
､
図
3
の
と
と
く

で
す
｡
さ
き
ほ
ど
の
A
と
B
の
方
の
全
休
に
占

め
る
率
は
発
症
時
は
怒
ガ
く
ら
い
で
す
が
､
最

悪
時
で
は
胸
楠
例
は
E
6
%
に
城
少
し
､
現
在
で

は
8
;
%
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
｡
1
方
､
非
構

例
は
発
症
時
は
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
す
が
､
最
悪

時
で
の
率
は
そ
れ
ほ
ど
械
少
せ
ず
､
現
在
で
は

殆
ど
の
人
が
あ
ま
り
問
題
が
を
S
状
態
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
｡
つ
ま
り
'
非
摘
出
の
方
は

そ
れ
な
り
に
対
処
し
て
軽
症
で
経
過
し
て
い
る

人
が
か
な
り
か
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
'
重
症
の

多
く
の
方
は
描
出
に
よ
り
か
な
り
改
尊
L
t
J
か

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
.
P
i
す
｡
ま
だ
多

く
の
こ
と
を
皆
様
に
お
た
ず
ね
し
て
S
ま
す
が
､

本
日
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
S
て
は
こ
こ
ま
で
に

し
て
か
き
ま
す
｡

よ
く
な
ら
な
い
M
G

次
に
'
艮
-
な
ら
な
い
場
合
'
ど
う
S
う
こ

と
が
原
因
か
と
い
う
こ
と
で
す
｡
そ
の
理
由
と
.

し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
を
ま
と
め
ま
す
と
'
表

Ⅰ
の
ど
と
く
で
す
｡

ま
ず
I
t
診
断
は
果
た
し
て
筋
無
力
症
で
よ

い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
｡
テ
ン
シ
ロ

ン
テ
ス
ト
で
少
し
よ
-
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
､
●

本
症
と
診
断
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
｡
眼

披
け
い
れ
ん
症
や
ヒ
ス
テ
リ
ー
で
胸
腺
摘
出
ま

で
受
け
た
方
や
'
脳
動
静
脈
奇
形
を
も
っ
て
い

た
子
供
さ
ん
な
ど
を
最
近
経
験
し
て
い
ま
す
]

ま
た
高
齢
者
の
場
合
'
悪
性
艦
脇
が
元
に
あ
っ

て
筋
無
力
症
状
を
出
し
て
-
る
場
合
が
あ
り
､

改
普
し
な
い
の
比
当
然
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
｡
次

に

2

'

メ

ス

チ

ノ

ン

'

マ

イ

テ

ラ

ー

ゼ

な

ど
の
抗
コ
-
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
剤
の
用
い
方
に

も
問
題
が
あ
り
ま
す
｡
多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ

て
も
幽
り
ま
す
｡
テ
ン
シ
ロ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り

適
正
且
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
用
S
る
必
要
が

あ
り
ま
す
｡
胸
晩
積
出
術
や
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ

イ
ド
な
ど
を
併
用
し
た
場
合
'
当
然
抗
コ
リ
ン

エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
剤
の
必
要
蛭
は
減
少
し
て
S
き

ま
す
｡3
'
胸
換
端
出
に
つ
い
て
は
'
拡
大
胸
腺
摘

出
術
が
基
本
的
な
術
式
で
す
が
'
ま
だ
病
院
に

よ
っ
て
は
胸
腺
の
み
を
摘
出
す
る
所
が
あ
る
よ

う
で
す
｡
術
後
の
経
過
が
不
良
の
場
合
､
通
残

胸
腺
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
｡
胸
腺
臆
の
場

合
'
術
後
の
経
過
は
長
引
く
も
の
が
少
な
く
な

-
､
組
織
俊
に
よ
っ
て
は
レ
ン
ー
ゲ
ン
療
法
を

つ
け
加
え
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま

す
｡
4
'
副
腎
皮
質

ホ
ル
モ
ン
の
用
い

方
に
つ
S
て
は
'

中
途
半
輪
に
用
い

る
と
そ
の
効
果
が

出
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
'
副
作

用
と
そ
の
改
善
効

果
を
比
較
し
な
が

ら
用
い
る
必
要
が



/)

◆
医
凍
読
演
要
旨

こ
こ
ま
で
よ
く
な
っ
た
筋
無
力
症

よ
く
在
ら
な
い
筋
無
力
症
～
な
ぜ
か
?

高
橋
光
雄
先
生
(
適
矩
相
野
)

皆
さ
ん
'
こ
ん
に
ち
は
｡
友
の
会
が
設
止
さ

れ
て
E
Q
年
に
な
る
わ
け
で
す
が
'
乱
は
第
2
回

か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
｡
そ
の

時
も
､
肪
無
力
症
患
者
の
予
後
に
つ
い
て
丁
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
報
告
し
た
の
で
す
が
､

そ
の
頃
よ
り
今
ま
で
'
皆
様
患
者
さ
ん
か
ら
色

々
と
数
え
て
き
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て

お
り
ま
す
｡

今
回
も
昨
年
に
皆
様
の
絶
大
な
ど
協
力
を
え

て
'
皆
様
の
病
状
の
経
過
と
治
棟
に
つ
S
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
｡
本
日
そ
の

大
略
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

こ
の
調
査
は
'
私
と
と
も
忙
出
席
し
て
い
る

河
田
渚
美
先
生
が
出
産
間
近
に
も
か
か
わ
ら
ず

頑
張
っ
て
典
計
解
析
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
｡

本
日
の
発
表
に
つ
い
て
は
､
浅
野
支
部
長
よ

り
'
砺
無
力
症
が
ど
こ
ま
で
よ
-
な
っ
て
い
る

か
､
よ
-
な
っ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
と
S
う

こ
と
K
t
的
を
し
ぼ
っ
て
話
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
を
い
た
だ
S
て
い
ま
す
｡
前
者
は
J
J
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
か
ら
い
え
ま
す
が
'
後
者

に
つ
い
て
は
乱
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に

報
告
し
ま
す
｡

さ
て
'
こ
れ
ま
で
本
患
者
会
の
協
力
に
よ
り

大
規
模
夜
調
査
は
3
回
や
っ
て
お
り
ま
す
｡
今

回
が
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
で
す
｡
正
木
ひ
と

み
役
員
の
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
名
蒋
ア
ド
レ
ス

管
に
発
送
し
､
管
の
回
答
を
え
て
い
ま
す
｡

な
お
'
死
亡
例
を
徐
S
て
い
ま
す
｡
解
析
可
能

な
糾
名
を
え
て
い
ま
す
｡

男
女
比
は
1
‥
2
で
'
全
身
型
と
限
肪
型
の

比
は
8
･
･
-
で
す
｡
女
子
で
は
こ
の
比
が
t
f
T

l
で
'
男
子
で
は
4
‥
-
と
な
り
ま
す
｡
す
な

わ
ち
全
身
型
の
女
子
が
比
較
的
に
多
数
を
占
め

て
い
ま
す
｡
勢
病
年
齢
は
平
均
R
才
で
､
う
ち

眼
筋
型
で
は
は
才
と
若
く
な
り
ま
す
｡
罷
病
期

間
は
平
均
O
l
年
で
'
非
常
に
長
い
方
を
中
心
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
な
っ
て
S
ま
す
｡

●
図
l
は
へ
肋
晩
構
出
の
有
無
と
病
型
と
の
関

係
を
み
た
も
の
で
す
｡
全
体
と
し
て
の
ガ
の
人

が
胸
晩
摘
出
を
受
け
て
S
ま
す
が
､
病
型
別
に

み
る
と
全
身
型
(
オ
ッ
サ
ー
マ
ン
の
分
類
で
Ⅱ

-
Ⅳ
型
)
が
多
く
､
こ
と
に
Ⅱ
B
型
(
良
性
全

身
型
で
球
症
状
の
あ
る
も
の
)
､
m
型
(
急
性

に
発
病
し
'
呼
吸
困
難
を
き
た
す
も
の
)
'
Ⅳ

壁
(
病
初
は
軽
症
で
あ
る
が
'
2
-
3
年
し
て

か
ら
呼
吸
困
難
を
呈
し
て
く
る
も
の
)
な
ど
で

は
高
率
に
胸
岨
摘
出
を
受
け
て
い
ま
す
｡
Ⅰ
型

(
眼
前
に
限
局
す
る
も
の
)
､
Ⅱ
A
型
(
良
性

全
身
型
で
四
肺
に
症
状
の
あ
.
る
も
の
)
で
は
そ

れ
ほ
ど
摘
出
し
て
い
ま
せ
ん
.

図
2
は
､
全
身
型
の
み
に
つ
い
て
胸
腺
精
出

術
の
あ
と
の
日
常
生
活
動
作
能
力
(
A
D
L
)

の
経
過
を
み
た
も
の
で
す
｡

A
は
勤
務
な
ど
社
会
的
活
動
が
で
き
る
状
*
.

B
は
努
力
し
て
す
べ
て
自
分
で
日
常
生
活
が
で

き
る
､
C
は
何
ら
か
の
介
助
に
よ
り
通
常
生
活

が
で
き
る
､
D
は
か
な
り
の
介
助
を
必
要
と
す

る
､
E
は
殆
ど
寝
た
き
り
で
呼
吸
箆
を
要
す
る

状
態
な
ど
で
す
｡
C
､
D
あ
る
い
姓
E
の
状
懸

は
ま
だ
大
変
困
っ
た
状
態
で
す
が
､
手
術
時
5

%
も
い
た
の
が
氾
年
以
上
経
過
す
る
と
m
%
位

に
城
少
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ
を
非
摘
出
の
人
と
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○　今牛最紡C)｢わだち｣を良趣けLlす,新ししヰ王政とて名鉄8)

佐治壬也t)f:ところへ. i'の乱をヤ壬窟俸させlt久地即題ぞまし
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